
全日本年金者組合 大阪府本部

〒530-0041

大阪市北区天神橋1-13-15

TEL06[6354]7207

FAX06[6354]7746

Eメール info@o-nenkin.com
ＨＰは「大阪年金者組合」と検索

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う

（１） ２０２６年１月１５日(木曜日) 年金者しんぶん大阪 第４３３号

昨
年
11
月
11
日

～
12
日
の
第
38
回

日
本
高
齢
者
大
会

in
埼
玉
に
参
加
し
、

１
日
目
の
後
期
高
齢
者
医

療
分
科
会
に
出
席
し
ま
し

た
。
日
本
医
療
総
合
研
究

所
の
寺
尾
正
之
さ
ん
の

「
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害

す
る
世
界
に
類
を
見
な
い

制
度
」
の
講
演
と
、
和
歌

山
、
愛
知
、
山
梨
、
神
奈

川
県
の
同
制
度
に
対
す
る

不
服
審
査
請
求
運
動
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
各
県

の
取
り
組
み
の
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者

広
域
連
合
に
対
す
る
保
険

料
の
引
き
下
げ
な
ど
を
求

め
る
署
名
や
不
服
審
査
請

求
運
動
と
共
に
、
広
域
連

合
議
会
へ
の
請
願
書
提
出
・

傍
聴
に
取
り
組
ん
で
い
る

県
も
あ
り
ま
す
。
来
年
４

月
に
は
26
～
27
年
度
の
保

険
料
の
値
上
げ
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
す
で
に
東
京
都

で
は
財
政
安
定
化
基
金
を

取
り
崩
し
て
も
一
人
当
た

り
保
険
料
が
11
・
２
％
増

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

国
は
物
価
を
超
え
る
年
金
に
引
き
上
げ
よ

大
阪
府
・大
阪
市
は
カ
ジ
ノ
を
中
止
せ
よ

明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
頃
、
仲

間
づ
く
り
運
動
や
、

諸
要
求
実
現
の
活

動
に
日
夜
健
闘
さ
れ
て
い
る
全
組
合
員

の
み
な
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
、
本
年
も
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
被
爆
80
年
・
戦
後
80
年
の
節

目
の
年
で
、
平
和
や
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
国
民
の
願
い
が
大
き
く
広
げ
ら
れ

た
年
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
私
た
ち

の
思
い
に
反
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ

ザ
の
紛
争
解
決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

国
内
で
は
、
衆
・
参
両
院
で
与
党
の

過
半
数
割
れ
が
起
き
、
維
新
の
政
権
入

り
と
い
う
事
態
が
起
き
ま
し
た
。
軍
備

増
強
と
福
祉
後
退
の
路
線
は
、
私
た
ち

の
願
い
に
反
し
国
民
と
の
対
立
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
激
動
の
年
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
老
い
も
若
き
も
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
た
か
い
に
力
を
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。
『
楽
し
み
７
分
、
活
動

３
分
』
の
生
き
生
き
と
し
た
年
金
者
組

合
活
動
を
大
胆
に
進
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
今
年
11
月
、
大
阪
開
催
の
日
本
高

齢
者
大
会
の
成
功
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

府
本
部
執
行
委
員
一
同

日
本
高
齢
者
大
会
in
埼
玉
に
て
、
壇
上

で
近
畿
の
参
加
者
に
見
守
ら
れ
、
大
阪
高

齢
期
運
動
連
絡
会
会
長
の
久
家
秀
和
氏
に

大
会
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
大

阪
で
の
開
催
で
す
。
さ
あ
、
出
番
で
す
。

新
年
を
迎
え
て

府
本
部
執
行
委
員
長

織
部

巖



２０２６年１月１５日(木曜日) 年金者しんぶん大阪 第４３３号 (２)

・
大
学
生
の
孫
が
20
歳
に

な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
に

加
入
す
る
案
内
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
孫
に
は
収
入

が
あ
り
ま
せ
ん
。
親

も
保
険
料
を
払
え
る

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
本
の
年
金
制

度
は
、
20
歳
に
な
れ

ば
学
生
で
収
入
が
な

く
て
も
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
保
険
料

を
納
付
で
き
な
い
場

合
は
申
請
に
よ
り
納

付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
親
の
所
得
は
問
わ
れ
ま
せ

ん
。
納
付
で
き
な
い
場
合
は

こ
の
制
度
を
必
ず
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
未
納
の

ま
ま
で
放
置
す
る
と
、
学
生

時
代
に
発
生
し
た
不
慮
の
事

故
や
病
気
に
よ
る
障
害
に
つ

い
て
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
大

学
を
卒
業
し
て
も

「
承
認
さ
れ
た
学
生

納
付
特
例
期
間
」
は

そ
の
ま
ま
に
し
て
お

い
て
も
い
い
の
で
す

が
、
そ
の
場
合
は
将

来
う
け
る
老
齢
基
礎

年
金
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
特

例
を
受
け
て
か
ら
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
は
あ
り

ま
す
が
、
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す

（＝

追
納
）
。
す
べ

て
の
特
例
期
間
を
追

納
す
れ
ば
老
齢
基
礎

年
金
は
満
額
に
な
り

ま
す
。
老
後
生
活
を
よ
く
す

る
た
め
に
も
、
年
金
は
き
っ

ち
り
し
て
お
く
よ
う
に
お
孫

さ
ん
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

府
本
部
年
金
相
談
室

国民年金に加入する案内が送られてき
ました。必ず加入しなければならない
のでしょうか。

マンガで２０２５年を振り返る
【 国内 】

①コメ高騰止まらず（右上）

②保護基準減額に違法判決（右中）

③大阪万博成功？（右下）

【 世界 】

④イスラエルがガザでジェノサイ

ド（左上）

⑤トランプの「米国第一」に翻弄

される世界（下）

※ 機関紙協会大阪府本部提供

㉔

堺北支部 金森丸人さん作

【
お
知
ら
せ
】
〇

加
齢
性
難
聴
者
、
補
聴
器
購
入
へ
の
公
的
助
成
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
１
月
22
日
（
木
）
グ
リ
ー
ン
会
館
２
階
小
ホ
ー
ル

午
前
10
時
～
12
時

助
成
未
実
施
支
部
対
策
会
議

午
後

13
時
30
分
～
15
時
30
分

助
成
実
施
支
部
対
策
会
議



２
０
２
６
年
は
午
年
。
世

界
の
平
和
を
願
っ
て
、
馬
が

出
て
く
る
故
事
・
こ
と
わ
ざ

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

有
名
な
故
事
「
人
間
万
事

が
塞
翁
が
馬
」
と
は
、
人
生

の
禍
福
・
吉
凶
は
変
転
し
定

め
が
た
い
こ
と
の
た
と
え
。

塞
翁
（
さ
い
お
う
）
と
は
北

の
辺
境
に
住
む
老
人
と
い
う

意
味
。
塞
翁
が
飼
っ
て
い
た

馬
が
逃
げ
、
や
が
て
良
馬
を

連
れ
て
帰
っ
て
き
た
が
、
息

子
が
そ
の
良
馬
に
乗
っ
て
落

ち
足
が
不
自
由
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
戦
争
が
起
き
た
と

き
、
息
子
は
足
が
不
自
由
な

た
め
戦
争
に
行
か
ず
に
済
ん

だ
と
い
う
も
の
。

昔
か
ら
戦
争
は
戦
場
に
立

つ
こ
と
の
な
い
権
力
者
が
望

む
も
の
。
戦
争
前
夜
や
戦
時

に
は
デ
マ
や
欺
瞞
が
は
び
こ

り
ま
す
。
「
白
馬
は
馬
に
あ

ら
ず
」
の
よ
う
な
詭
弁
も
要

注
意
。
馬
と
い
う
形
の
概
念

と
白
馬
と
い
う
色
の
概
念
は

違
う
か
ら
、
白
馬
は
馬
で
は

な
い
と
い
う
論
は
通
用
し
ま

せ
ん
。

「
鹿
を
指
し
て
馬
と
為
す
」

は
、
権
威
を
か
さ
に
着
て
筋

が
通
ら
な
い
こ
と
を
無
理
に

通
す
こ
と
。
今
も
そ
ん
な
国

家
指
導
者
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
「
馬
痩
せ
て
は
毛

長
く
、
人
貧
し
く
て
は
智
短

し
」
。
つ
ま
り
、
貧
す
れ
ば

鈍
す
。
格
差
・
貧
困
が
拡
大

す
る
な
か
、
人
々
に
余
裕
が

な
く
な
り
戦
争
へ
と
流
さ
れ

る
こ
と
も
。

「
馬
耳
東
風
」
「
馬
の
耳

に
念
仏
」
の
政
治
家
・
指
導

者
で
あ
っ
て
も
、
平
和
を
求

め
て
声
を
上
げ
続
け
れ
ば
、

彼
ら
を
包
囲
で
き
ま
す
。

「
兵
強
馬
壮
（
へ
い
き
ょ
う

ば
そ
う
）
」
と
は
軍
隊
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

「
兵
強
則
滅
（
へ
い
き
ょ
う

そ
く
め
つ
）
」
と
い
う
故
事

も
あ
り
ま
す
。
兵
が
強
い
と

そ
れ
に
頼
っ
て
し
ま
い
柔
軟

性
が
失
わ
れ
る
の
で
、
国
の

滅
亡
に
も
通
じ
る
と
い
う
こ

と
。
や
は
り
軍
拡
一
辺
倒
は

危
険
で
す
。

新
し
い
年
が
「
帰
馬
放
牛

（
き
ば
ほ
う
ぎ
ゅ
う
）
」
の

世
へ
前
進
す
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
戦
争
が
終
わ
り
平
和

に
な
る
た
と
え
で
、
二
度
と

戦
争
し
な
い
こ
と
を
説
い
た

故
事
で
す
。

■

主
な
選
挙

知
事
選
：
山
口
、
長
崎
、
石

川
、
京
都
、
新
潟
、
滋
賀
、

長
野
、
香
川
、
沖
縄
、
福
島
、

愛
媛

政
令
市
長
選
：
新
潟
、
熊
本
、

福
岡

海
外
：
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
統
領

選
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
選
、

イ
ス
ラ
エ
ル
総
選
挙
、
米
国

中
間
選
挙

■

ス
ポ
ー
ツ

冬
季
ミ
ラ
ノ
／
コ
ル
テ
ィ
ナ
・

ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
五
輪
２
／
６

～
22
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３

／
６
～
15
、
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
３
／

５
～
17
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
（
米
国
・
カ
ナ
ダ
・
メ

キ
シ
コ
）
６
／
11
～
７
／
19
、

ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
愛
知
県
・

名
古
屋
市
）
９
／
19
～
10
／

４
、
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

（
愛
知
県
・
名
古
屋
市
）
10

／
18
～
24

■

主
な
歴
史
周
年

米
国
独
立
２
５
０
年
、
２
・

26
事
件
90
年
、
日
本
国
憲
法

公
布
80
年
、
水
俣
病
公
式
確

認
70
年
、
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ

原
発
事
故
40
年
、
熊
本
地
震

10
年

（３） ２０２６年１月１５日（木曜日） 年金者しんぶん大阪 第４３３号

開
催
日
時
４
月
23
日
（
木
）

集
合

午
前
９
時
30
分

試
合
開
始

午
前
10
時

場
所

大
阪
市
立
中
央
体

育
館
・
大
阪
市
港
区
田
中

３
丁
目
１
番
40
号☎

（
06
）

６
５
７
６-

０
８
０
０

ア
ク
セ
ス

地
下
鉄
中
央

線
朝
潮
橋
駅
（
２-

Ａ
）
徒

歩
５
分

チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て

★
１
チ
ー
ム
４
人
以
上
と

し
ま
す
。
男
女
と
も
団
体

戦
の
み
、
出
場
選
手
が
３

人
に
な
っ
た
場
合
で
も
出

場
で
き
ま
す
が
失
格
と
な

り
ま
す
。

★
女
子
選
手
が
団
体
男
子

チ
ー
ム
に
出
場
で
き
ま
す

が
、
そ
の
逆
は
不
可
で
す
。

試
合
方
法

★
試
合
は
３
シ
ン
グ
ル
＋

２
ダ
ブ
ル
ス
と
し
、
一
番

ダ
ブ
ル
ス
、
二
番
ダ
ブ
ル

ス
、
三
番
、
四
番
、
五
番

を
シ
ン
グ
ル
の
順
で
す
。

ダ
ブ
ル
ス
の
同
一
選
手
は

一
回
限
り
、
シ
ン
グ
ル
は

ダ
ブ
ル
ス
出
場
選
手
も
可

能
で
す
が
１
回
限
り
で
す
。

★
ゲ
ー
ム
は
11
点
先
取
、

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
す
。

★
予
選
リ
ー
グ
戦
と
順
位

決
定
戦
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

を
行
い
ま
す
。

参
加
費

一
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
、

当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
日

３
月
31
日
（
火
）
午
後
１
時

所
定
の
申
込
書
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
は
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
、
府
本
部
へ
申
し
込

み
を
し
て
下
さ
い
。
府
本

部
の
あ
て
先
は
本
機
関
紙

１
面
右
上
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。部

長

石
野

博
良

第
11
回
府
本
部
主
催
卓
球
大
会
の
ご
案
内

午年2026

平
和
を
願
っ
て

馬
の
故
事
・
諺

昨年の第10回記念大会に参加したみなさん

２
０
２
６
年
の
主
な
予
定

【
お
知
ら
せ
】
〇

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流
集
会

２
月
26
日
（
木
）
13
時
30
分
～
27
日
（
金
）
12
時
終
了

神
戸
市
中
央
区
文
化
セ
ン
タ
ー

〇

３
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

各
支
部
は
地
域
の
団
体
と
の
協
働
を
重
視
し
、
集
会
や
デ
モ
へ
の
参
加
、
「
請
願
書
」
を
集
約
し
税
務
署
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本
部
主
催

年
末
年
始
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
中

支
部
代
で
要
綱
渡
し
て
い
ま
す
。





師
走
間
近
の
11
月
28
日(

金)

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
の
時
間
で
堺
・
泉
州
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
の
集
い
を
開
催
し
ま

し
た
。
場
所
は
、
府
立
和
泉

弥
生
文
化
博
物
館
。

府
立
和
泉
弥
生
文
化
博
物

館
で

堺
・
泉
州
（
和
泉
・

泉
大
津
・
高
石
・
岸
和
田
）

阪
南
東
（
泉
佐
野
・
貝
塚
・

熊
取
・
田
尻
町
）
の
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
の
つ
ど
い
が
開
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
和
泉
市
の

嶋
倉
不
二
子
さ
ん
の
呼
び
か

け
で
、
23
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
先
ず
博
物
館
の
学
芸
員

さ
ん
か
ら
展
示
物
を
見
な
が

ら
弥
生
時
代
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
学

ん
だ
歴
史
、
弥
生
人
の
生
活
、

コ
メ
作
り
の
道
具
、
石
器
か

ら
鉄
へ
古
代
か
ら
人
間
の
知

恵
と
努
力
が
今
の
時
代
を
作
っ

て
い
る
。
戦
い
、
国
や
権
力
、

各
村
々
と
の
交
流
と
人
間
に

と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

歴
史
の
積
み
重
ね
等
文
化
の

重
み
を
久
し
ぶ
り
に
心
に
刻

み
ま
し
た
。

こ
の
後
、
静
か
な
ホ
ー
ル

で
交
流
会
が
あ
り
初
め
て
の

人
も
多
い
中
で
各
支
部
か
ら

活
発
な
報
告
が
あ
り
、
特
に

阪
南
東
の
熊
取
、
貝
塚
、
泉

佐
野
支
部
は
一
緒
に
桂
吉
弥

さ
ん
の
落
語
会
を
取
り
組
み

年
金
者
組
合
他
支
部
に
声
を

か
け
る
と
、
３
０
０
人
近
く

集
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
「
こ

れ
か
ら
も
皆
で
楽
し
い
取
り

組
み
を
し
て
仲
間
増
や
し
を

し
よ
う
」
と
や
る
気
満
々
の

空
気
に
な
り
元
気
を
貰
っ
て

帰
り
役
員
交
流
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
次
回
は
高
石

支
部
で
、
阪
南
東
支
部
は
そ

の
次
で
す
ね
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。岸

和
田
支
部

中
西

久
美
子

●
夫
は
午
年
。

ガ
ン
闘
病
も
３

年
４
カ
月
に
な

り
ま
し
た
。
寛

解
の
５
年
ま
で

後
少
し
で
す
。

二
人
三
脚
で
頑

張
り
ま
す
。

●
２
０
２
５
年

は
、
私
が
腰
痛

の
手
術
を
し
た

り
娘
が
交
通
事

故
に
遭
っ
た
り

孫
も
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
で
手
首

を
骨
折
す
る
な

ど
散
々
な
年
で

し
た
。
娘
は
午

年
。
家
族
全
員

良
い
年
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。

●
廃
品
回
収
の
電
話
が
か
か
っ

て
来
て
、
ち
ょ
う
ど
断
捨
離

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
渡
り
に
船
と
鞄
、
靴
、
絵

画
着
物
他
を
玄
関
に
ど
っ
さ

り
と
並
べ
業
者
を
待
っ
て
い

る
と
若
い
お
兄
さ
ん
が
来
て

鞄
、
靴
に
は
眼
も
く
れ
ず

「
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
時
計
、

イ
ヤ
リ
ン
グ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
。
無
い
で
す
と
答
え

る
と
無
言
で
置
い
て
あ
る
物

を
一
瞥
し
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
悪
質
詐
欺
の
良
い
勉
強

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

詐
欺
に
は
ひ
っ
か
か
ら
な
い

つ
も
り
で
も
電
話
に
は
注
意
。

●
カ
ー
ブ
ス(
ゆ
る
い
主
婦

向
け
の
ジ
ム)
に
入
会
し
て

早
３
年
。
料
金
は
年
払
い
で

い
つ
行
っ
て
も
オ
ッ
ケ
ー
の

ま
さ
に
お
任
せ
向
け
ジ
ム
。

買
い
物
帰
り
に
横
目
で
見
な

が
ら
明
日
は
行
こ
う
。
が
行

か
な
い
。
忙
し
い
と
自
分
に

変
な
理
屈
を
付
け
や
っ
ぱ
り

行
か
な
い
の
に
解
約
も
し
な

い
。
次
は
絶
対
に
行
こ
う
と

決
め
ま
し
た
。

●
ス
マ
ホ
を
上
手
に
使
い
こ

な
し
た
い
で
す
。
２
週
間
ほ

ど
前
で
す
が
全
く
起
動
し
な

く
な
っ
た
の
で
某
「
シ
ョ
ッ

プ
」
ま
で
出
向
き
ま
し
た
。

予
約
は
、
と
聞
か
れ
た
の
で

す
が
予
約
の
仕
方
が
解
ら
な

か
っ
た
の
で
し
て
ま
せ
ん
と

答
え
る
と
予
約
し
て
い
る
方

が
優
先
だ
と
言
わ
れ
仕
方
無

く
自
分
の
順
番
を
待
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
次
か
ら
次

へ
と
後
か
ら
来
た
人
が
待
っ

て
い
る
自
分
よ
り
先
に
店
員

が
応
対
し
て
い
ま
す
。

１
時
間
以
上
経
っ
た
の
で

(

腰
が
悪
い
の
で
外
出
時
は

必
ず
コ
ル
セ
ッ
ト
を
装
着)

店
員
に
未
だ
で
す
か
と
問
う

と
ま
だ
予
約
の
方
が
来
ら
れ

る
の
で
も
う
暫
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

バ
ス
の
時
間
も
あ
り
そ
の
日

は
帰
る
事
に
し
ま
し
た
。
そ

の
２
日
後
、
息
子
に
予
約
を

入
れ
て
も
ら
い
予
約
時
間
の

５
分
前
に
入
店
し
ま
し
た
。

す
る
と
前
の
事
が
嘘
の
よ
う

に
店
員
が
応
対
し
て
く
れ
ま

し
た
。
予
約
す
る
の
と
し
な

い
の
と
で
こ
う
も
違
う
の
か

と
驚
き
ま
し
た
。

２０２６年１月１５日(木曜日) 年金者しんぶん大阪 第４３３号 （６）

★

・
鞄
・
服
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
品
等
を
１
月
19
日
迄
に
支

部
女
性
部
委
員
に
届
け
る
か

府
本
部
女
性
部
に
持
参
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

堺
・
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん

【
お
知
ら
せ
】
〇

25
年
度
「
三
大
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
①
年
金
改
善
署
名

府
本
部
目
標
２
万
４
０
０
０
筆
以
上

②
「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
大
幅
な
処
遇
改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
」

③
「
健
康
保
険
証
を
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
請
願
署
名
」

この面の編集は柏原美子女性部部長です。



河
内
長
野
支
部

原

純
子活

気
あ
ふ
れ
る
都
市
、
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
の
東
海
岸
を

占
め
る
ベ
ト
ナ
ム
へ
、
２
０

２
５
年
５
月
25
日
か
ら
29
日

ま
で
の
５
日
間
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
へ
は
現
役

時
代
に
元
職
場
の
慰
安
旅
行

で
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
今

回
は
２
度
目
の
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
最

近
は
自
転
車
で
は
な
く
ミ
ニ

バ
イ
ク
、
そ
れ
も
日
本
の
ホ

ン
ダ
が
人
気
と
の
こ
と
で
、

そ
の
バ
イ
ク
に
３
人
乗
り
で

ス
ピ
ー
ド
も
結
構
出
て
い
ま

す
。
と
に
か
く
色
々
活
気
あ

ふ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
に
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

古
代
か
ら
中
国
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
や
日

本
の
植
民
地
支
配
か
ら
独
立

し
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共

和
国
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
旅
行
で
は
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
ダ
ナ
ン
、

ホ
イ
ア
ン
と
移
動
し
な
が
ら
、

夕
食
は
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
伝
統
舞
踊
『
ア
オ
ザ

イ
シ
ョ
ー
』
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
頂
き

ま
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は

活
気
あ
ふ
れ
る
街
並
み
や
歴

史
的
建
造
物
の
見
学
、
ダ
ナ

ン
で
の
美
し
い
ビ
ー
チ
や
絶

景
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
古
都
ホ
イ
ア
ン
の
町
並
み

が
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
見
て
、
色
々
な
発

展
に
す
ご
～
い
と
感
じ
ず
に

は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
ベ
ト

ナ
ム
へ
、
ま
た
行
っ
て
み
た

い
と
思
う
の
で
す
。

（７） ２０２６年１月１５日（木曜日） 年金者しんぶん大阪 第４３３号

昨
年
12
月
９
日
、
枚
方
市

が
実
施
す
る
「
公
共
交
通
」

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

書
き
方
の
学
習
会
に
参
加
を

し
、
そ
の
終
了
後
、
会
議
室

を
出
た
廊
下
で
転

倒
し
ま
し
た
。

右
大
腿
骨
頸
部

を
骨
折
し
、
約
１

カ
月
余
り
入
院
し

ま
し
た
。
そ
の
後

リ
ハ
ビ
リ
等
に
よ
っ
て
、
現

在
一
人
暮
ら
し
が
可
能
な
ま

で
に
回
復
し
ま
し
た
。
一
時

は
「
寝
た
き
り
も
予
想
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
言
わ
れ
、

暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
幸
い
「
共
済
会
」
の

支
給
の
決
定
通
知
を
受
け
、

心
身
と
も
に

大
き
な
励
ま

し
と
な
り
組

合
員
の
連
帯

を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
齢
と
共
に
組
合
員
の
み

な
様
に
も
日
常
生
活
や
活
動

上
で
の
思
わ
ぬ
怪
我
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
「
共
済
制
度
」

は
欠
か
せ
ぬ
制
度
で
す
。

枚
方
支
部

久
末

道
子

大
阪
狭
山
市
に
は
、

汚
泥
や
し
尿
を
処
理

し
て
い
る
大
阪
府
の

資
源
再
生
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
こ
の
施
設

に
併
設
し
て
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

広
い
グ
リ
ー
ン
に

は
パ
ー
４
か
ら
パ
ー

５
の
９
ホ
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
芝
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
整
備
さ

れ
て
い
て
使
用
料
は

無
料
。
ボ
ー
ル
、
ク

ラ
ブ
は
無
料
で
貸
し

て
く
れ
ま
す
。

大
阪
狭
山

支
部
の
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
サ
ー

ク
ル
の
リ
ー

ダ
ー
は
、
83

歳
の
女
性
で
、

メ
ン
バ
ー
は

４
人
か
ら
８

人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
は

シ
ン
プ
ル
で
、

芝
生
の
中
で

丈
高
の
芝
生

で
作
ら
れ
た

コ
ー
ス
の
中
を
転
が
し
て
、

９
ホ
ー
ル
ト
ー
タ
ル
で
よ

り
少
な
い
打
数
で
ホ
ー
ル

に
入
れ
た
人
が
勝
ち
で
す
。

途
中
コ
ー
ス
を
外
し
た
場

合
、
外
れ
た
場
所
か
ら
１

打
罰
で
再
開
し
ま
す
。

「
出
る
な
！
出
る
な
！
」

「
あ
ぁ
出
た
」
「
ま
た
出

た
！
」
と
大
き
な
声
を
あ

げ
な
が
ら
元
気
に
プ
レ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

終
了
後
は
一
緒
に
お
茶

を
飲
ん
だ
り
食
事
を
す
る

こ
と
も
。

西
川

博

「 パターゴルフ 」

大阪狭山支部

共済だより

組
合
員
の
連
帯
を

強
く
感
じ
ま
し
た

活
気
あ
ふ
れ
る

ベ
ト
ナ
ム
の
街

を
歩
く

入
る
か
な
ー

広
い
グ
リ
ー
ン
で
気
持
ち
良
く

ホイアンのランタン祭り

【
お
知
ら
せ
】
〇

講
演
「
戦
争
か
平
和
か

排
除
か
報
設
か
」
講
師

石
川
康
宏
さ
ん

１
月
11
日
（
日
）
14
時
～
エ
ル
お
お
さ
か

資
料
代
１
０
０
０
円

〇

「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
行
動

13
時
～
府
立
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン

〇

な
く
せ
原
発
。
再
稼
働
反
対
。
お
お
さ
か
集
会

３
月
７
日
（
土
）
14
時
～
16
時

ク
レ
オ
大
阪
東

この面の編集は、府本部執行委員の藤田雅男さんです。



２０２６年１月１５日（木曜日） 年金者しんぶん大阪 第４３３号 （８）

【お知らせ】思い出の映画、読書、文芸作品など、みなさんの投稿を待っています。機関紙部

毎
朝
の
通
勤
電
車
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
女
性
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
な
り
ま
す
。
住
宅
工

事
現
場
で
は
英
語
が
飛
び
か

い
ま
す
。
飲
食

店
や
コ
ン
ビ
ニ

で
は
片
言
の
日

本
語
で
対
応
さ

れ
ま
す
。

「
あ
な
た
も

『
奴
隷
』
を
使
っ

て
い
る
」
の
本

書
の
言
葉
に
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
共
に

社
会
を
支
え
て
い
る
の
に
、

外
国
人
規
制
の
強
化
や
排
外

主
義
を
主
張
す
る
政
治
家
も

出
て
き
て
腹
立
た
し
い
。

技
能
実
習
制
度
の
当
事
者

や
留
学
生
を
徹
底
取
材
し

「
人
手
不
足
の
不
都
合
な
真

実
」
を
暴
露
し
ま
す
。
外
国

人
が
支
え
る
建
設
業
、
農
業
・

漁
業
、
縫
製
、
介
護
の
リ
ア

ル
な
実
態
に
迫
り
ま
す
。
実

態
は
出
稼
ぎ
で
あ
り
、
低
賃

金
労
働
者
へ
の
置
き
換
え
な

の
で
す
。

差
別
や
ヘ
イ
ト
が
は
び
こ

る
日
本
社
会
と
対
峙
す
る
フ
ォ

ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
亡

き
父
・
兄
と
対
話
し
な
が
ら

自
身
の
ル
ー
ツ
を
巡
り
ま
す
。

自
殺
対
策
の
ポ
ス
タ
ー
の
標

語
「
弱
か
っ
た
の
は
、
個
人

で
な
く
、
社
会
の
支
え
で
し

た
」
に
も
後
押
し
さ
れ
、
在

日
コ
リ
ア
ン
の
人
生
と
社
会

へ
の
目
を
研
ぎ
澄
ま
し
ま
す
。

戦
中
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日

本
に
渡
っ
た
祖
父
母
や
、
在

日
コ
リ
ア
ン
２
世
の
父
、
歳

の
離
れ
た
兄
ら
が
た
ど
っ
た

苦
難
の
人
生
を
想
像
し
な
が

ら
、
わ
ず
か
な
痕
跡
を
頼
り

に
韓
国
を
訪
ね
ま
す
。
祖
父

の
甥
た
ち
と
会
え
た
が
、
祖

母
に
関
し
て
は
手
が
か
り
も

な
く
ル
ー
ツ
巡
り
の
旅
は
続

き
ま
す
。

『外国人まかせ 失わ

れた30年と技能実習生』

澤田晃宏著

2022年11月

株式会社サイゾー

四六判256ページ

本体1800円

外
国
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在
日
コ
リ
ア
ン
の
人
生

俳

句

相
次
い
で
受
賞
の
快
挙
豊
の
秋

高
槻
支
部

佐
藤

允
美

夢
も
て
ぬ
人
生
百
年
枯
野
道

松
原
支
部

大
内

芳
子

小
春
日
や
花
荷
溢
る
る
嶋
の
波
止

富
田
林
支
部

見
田

三
郎

秋
の
夜
は
昭
和
の
歌
で
気
が
和
み

平
野
支
部

和
田
ふ
み
子

本
音
吐
き
群
れ
を
離
る
る
秋
の
蠅

寝
屋
川
支
部

薮
木

増
代

校
門
へ
吸
い
込
ま
れ
た
る
秋
の
風

都
島
支
部

松
下
ふ
み
代

絵
本
に
は
い
つ
も
や
さ
し
い
熊
ば
か
り

和
泉
支
部

安
村

和
義

本
棚
は
青
年
の
夢
文
化
の
日

柏
原
支
部

小
西

節
三

川

柳

高
す
ぎ
て
買
え
な
い
カ
ニ
を
目
で
鑑
賞

堺
北
支
部

南

正
夫
坊

う
や
む
や
に
し
た
く
な
い
か
ら
意
地
を
張
る

羽
曳
野
支
部

國
崎

豊
美

ハ
ン
ド
ル
は
右
回
り
だ
け
高
市
車

和
泉
支
部

古
久
保
喜
代
子

フ
ト
コ
ロ
が
値
上
げ
値
上
げ
に
耐
え
ら
れ
ぬ

河
内
長
野
支
部

森
本

万
作

ク
マ
被
害
ヤ
リ
を
担
い
で
歩
き
た
い

高
槻
支
部

有
友

和
子

買
い
ま
し
た
迷
っ
た
あ
げ
く
備
蓄
米

富
田
林
支
部

木
下

町
子

暑
さ
か
ら
や
っ
と
解
放
も
う
師
走

平
野
支
部

長
澤

正
俊

年
寄
り
か
ら
取
る
こ
と
ば
か
り
国
の
策

堺
堺
支
部

大
田

孝
夫

短

歌

ガ
ラ
ガ
ラ
と
日
本
の
政
治
変
わ
り
ゆ
く
守
り
た
い
の

は
平
和
な
暮
ら
し

堺
堺
支
部

飛
谷

康
子

若
き
頃
旅
し
て
見
た
る
天
井
絵
「
蔦
重
」
の
ド
ラ
マ

に
ま
た
甦
る

堺
北
支
部

大
西

孝
子

働
け
ど
働
け
ど
民
の
暮
ら
し
見
ず
ま
ず
軍
拡
を
唱
う

人
な
り

岸
和
田
支
部

尾
崎
け
い
子

人
生
に
限
り
あ
る
と
知
る
夕
べ
見
上
げ
る
空
に
夕
月

か
か
る

吹
田
支
部

川
岸

和
子

高
齢
化
過
疎
化
の
上
に
能
登
地
震
希
望
は
あ
る
か
凛

と
野
萱
草

高
槻
支
部

坂
上

和
代

金
木
犀
匂
う
小
径
を
過
ぎ
ゆ
け
ば
人
も
見
か
け
ぬ
第

三
セ
ク
タ
ー
の
駅

高
石
支
部

大
西

博
美

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
「
年
金
一
揆
」
の
集
ま
り
に
熱

気
一
杯
力
湧
き
く
る

寝
屋
川
支
部

生
田

淳
子

（
文
芸
欄
は
投
稿
や
各
支
部
発
行
の
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ

た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
選
者
：
織
部
巖
）

【
お
知
ら
せ
】
〇

本
紙
掲
載
記
事
へ
の
意
見
・
感
想
・
関
連
し
た
文
章
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
機
関
紙
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
読
者
交
流
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
（
府
本
部
機
関
紙
部
）


